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　身体発育の観察は2個々の乳幼児の健康度を把握する

にあたってダ最、も基本的な事項といえるo特にブ漣康診

査や保健指導とヤ・う，乳幼児の健康管理め現場にお》・て

は∫その必要性は十分に謙識されている5

一身体発育状況め観察にあたってはゴ多くの方法がどら

れ七おり・最も多く行物栖てるもの≧しては・卑体多部

鰍測という手際輝こ雄周知嘩郭り驚る・そ
の計測値を叩ヒ・ること硯ホって，身棒弗育の状緯を評価

しTY・るoその評個方法に？いてはン 南る時点のみ年お

け資横断的観察にょるも卯と，ある時点からある時点ま

でρ追跡的な観察する笏合・すなわち縦断的観察とが行

われる。このうち，いわゆる横断的観察による評価が最

も一般的であり，主として， 「大きい」とか 「小さい」

とかいう 表現による評価がなされる。勿論この「大あ

「小」の評価は必要であ窮それにより疾病，異常など

の発見にも役立っているこどはいうまでもないoまた，

母をはじめとする保育者も，このような「大」とか「小」

とかいう評価を，よいか悪いかは別としてプ何の疑問も

号
口

感じないでブ極く自然な態度で受けとめてヤ♪る。

　さて，乳幼児の保健指導の現場において，乳動児の舜

体賄にづい七並し唖脚も枕轡融嘩棚
の発群つべ縮しているかどう醜木き燭町あ
1る還も頻ぱ磁行われ礁断的腿1を苓1掛てφ騨の

も喚険齢戯く理解したうえ初雑網塵趣診
麟飾れて嫡かとヤ・う瞳とな看傍ある・・、麹意

味で，1 乳幼1尾¢〉身体発育爾罫ターン奪饗解す』る蔦と畦，

乳幼児囑離理解するうえにおヤ・て④基本によ髄q

と・して，非常に有意義であると考えるq・1　 　r㌦ぺ

　この見地に立ち，乳幼児の身体発育を2「伸びの程度」

という視点からとらえて観察するために，今回戸1日当

勢の体重増加量を検討することにした。この場合にヂあ

る程度の理想値を得ることができるかもしれぬと いう＝ζ

とを考え，同山施設で出生し，同一施設においそ健康診

査と簾概動てヤ・碑幼児を雌時め解，鮮い
たちまでの間について研究調査を行φた。

∬　研究対象と方法

　対象は，昭和44・45及び46年の3年間に， 東京・愛育

病院産科にて出生し。、同院保健指導部にてレ4歳求で健

康診査及び保健指導を．豪けた乳幼児のうちプ男児677名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7女児743名で南るφ亡承艦

　これら対象児について・保健指導部母診時に身体計測

を行う。計測は専門の職員が担当し，体璽， 身長，頭

囲，胸囲について行うo

　各月齢別の1日当りの体重増加量にρいて曇説柑前回と
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第1図該当月齢のとり方

　　　　1か月15日　　　満2か月 2か月15日 満3か月 3か月15日

2か月として

2か月として

次回との計測値の差を，その計測間隔の日数で割って得

た。なお，該当月齢については，図のような方法によっ

た。乳児期は，出生後から各月齢毎に，幼児期は，生後

2か月　　　　　　　　3か月

12～工8か月48～24か月ン24～36か月及び36～48か月の

間で求めた。

皿　成 績

第2衷　対象児月齢別体重（9）

1．　各月齢別体重増加量

　第1表にみられるとおり，1日当りの体重増加量は生

後3か月未満では・男児炉女児に比して大きい値を示

し，それ以後は男女児間に差は認められない。

第1表　月齢別1日当り体重増加量（9）

月　齢
男 女

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

か月

0～1 ・39．0 8．0 33．3 7．5　、

1～2 37．9． 9．5 32．9 7．6

2型3 29．6 9㌧1 27．6 7．4

3～4 22．6 6．9 22．1 6．9

4～5 17．9 6．0 17．8 5．9

5酎6 14．5 5』8 14．3 5．4

6～7 12．3 5．5 12．3 5．2

7～8 10．4 5．0 10．2 5．0

8酎9 9．0 4．7 9．5 5．2

9～10 ・8．6 4．4 8．5 4．9

10桿11 7．4 3．9 7．3 4．4

1工卍12 7．3 4．0 7．0 4．3

工2～18 6．7 6．4 2．6

18～24 5．7 2．3 6．0 2．6

24～36 5．4 1．7 5．6 2．O

36～48 5．3 1．3 5．3 L9

出生時

1か月パ

2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

18

24

36

パ

～

男

平均値

3，206

4，783

6，049

6，828

7，418

7，870

8，245

8，640

8，887

9，097

9，194

9，604

9，764

10，884

11，948

13，871

標準偏差

　408
　560
　643
　741

　787
　816

　833

　943
　944
　860
　919

　942
　935
12093

1，247

1，466

女

平均値

3，122

4，489

5，617

6，366

6，924

7β49
7，777

8，163

8，342

8，575

8，766

9，006

9，268

10，327

11，42工

13，470

標準偏差

　427

　494
　621

　695
　765
　795

　823
　887
　923
908

　922
　871

　961
1，081

1，248

1，591

　体重増加量は，出生時から1か月に至る間が最も大き

く，それ以後は漸次減少し，幼児期にはほぽ一定した値

を示す。

　なお，各月齢（乳児期のみ）の平均体重は第2裂に示

すとおりである’o　．

2．　栄養法別体重増加量

　対象児を生後3か月間の栄養法によって区分し，生後

12か月までの体重増加量を求めた。ここでいう母乳栄養

児とは，生後4か月に至る間，母乳のみで栄養されてい

たもので，男女合せた対象例の39．7％である。人工栄養

児とは，全く人工乳のみで栄養されていたもので，全対

象児の28，0％である。混合栄養児とは，前二者以外の栄

養法によるもの全てを指し，例えば2あるとき家では母

乳のみで栄養されていたものが2その後人工乳のみで栄

養されるようになったものも含み，生後4か月衷での問

に少しでも，母乳が与えられていたことのあるものであ

り，同じく32．3％に相当する。

　三群間の体重増加量は，ほとんどの月齢において有意

差を認めないが，生後2－5か月の間，母乳栄養児は，

他の二群の栄養児に比して，やや少ない増加量を示して

，

う
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第3表　栄養法別体重増加量（9）

母　　乳　　人　　工　　混　　合
月　齢

　　　鵯蠣難馳1餐難均蠣箋
か月

0～1 39．1 8．3 39．3 8、．6 38．9 7．0

1～2 38．4 9．8 38．1 9．3 38．0 9．4

2～3 28．8 8．4 30．3 8．8 29．3 9．8

3～4 21．9 6．6 22．3 7．2 22．9 6．6

4～5 17．3 6．0 17．8 6．2 18．3 5．工

男 5解6 14．3 5．9 ’14．4 5．6 14．2 5．8

6～7 12．0 5．5 工2．3 5．5 12．3 6．8

7～8 10．1 5．1 10．3 4．8 9．6
一5．0

8押9 』9．3 5．2マ 8．5 4．3 9．3 5．4

9－1σ 8．0 4．8 8．4 4．2 9．0 4．5

10パ11 7．2 4．6 7．4 4．1 7．4 4．1

11～12 7．0 4．4 7．2 4．1 6．6 3．7

　　　か月
　　0～1

　　1～2

　　2～3
　 3ヴ4
　　4酎5

　　5配6女

　　6パ7

　　7～8

　　8酎9
　　9解工0

　　10卍11

　 11～12

33．6

32．4

26。2

20．7
工6。2

14。9
1L9

9．6

9し1

8．9

、7．5

760

7．3　34．0

7．3　33．0

7、0　28．2

6．0　22．0

4．8 　17．9

4．6 15．2

4．9　12．9

4．3． 10．9

4．6　 9．7

5．0　　8．4

4．4　　7．0

3．8　6．6

8．4　　33．0　　　7．8

8．0　　33．8　　8，0

7，7　　28．1　　8．6

6．8　22．2　1、6。6

5．1 18．1　　、6．5

6．1　14．6　 ．4．9

5．5　　11．1　　、．4．8

5．6　　9．4　　　5．0

5．6　　 8．6　　4．2

4．6　　　8．工　　・3．7

3．7　　7．0　　3．9

3．9　 6．6　　3．9

いるoこれについては第3衷に示したo

3．　出生季節別体重増加量

　対象児を出生月にホリ，春（3～5月），夏 （6－8

月〉♪秋（9〃11月）， 冬 （12－2月）の4群に分けて，

この4群ごとに，出生後4年間ゐ体重増加量を調べ，第

4表に示した。

各群とも厚腿え胡齢に逮す祉、・、体騨力睡

1蚕同月齢㊨侮の季算に隼まれ牟群に堵して，！少なくな

り，秋になると体重糟加母は大きくな鄭古くからい診

れている結果と一致する○すなわち・春生まれ群では，

生後2～i6か月の間の体重増加量は，同じ月齢の他の季

節生まれφ群に比して小さくン夏生象れ群でほ，生後9

ん 12か月の間，秋生まれ群では，夏に相当する生後6～

10か月の間，冬生まれ群では生後4配εが月の間が夏に

疹準るので〆甲じ月齢り他の群に比して，堪㌍量は少な

い。有意差を得るほど著萌な差ではなかったや

4．　出生体重別体重増加量

　出生体重別にみた体重増加量ほン出生時から生後36が

月に至る間で調べ，第5衷にその結果を示した。

　低出生体軍児群は出生体重25009以下』巨大児群は出

生体垂3800零以上とbそれぞれ男30名と42名，女37名

と30名を対象とした。

．乳児期前半において亭調低出生体重児群の体重増加母

健巨大児群のそれに比して大きくン特にレ男児よ塑女児

にその傾向は強い。

　なお，両舞の月齢別平均体丞を第6表に示した。

IV　考

　筆者の1人商野i）2）は，以前より出生時よりの追跡的

研究を身体発育及び精神運動発達について行ってきた。

その結果，健康診査や保健指導などの実際の場に於て，

foUdw・upして観察するということ｝ま，単に発育ン…艦

の現象を理解するというだけでなく，疾病ン 異常の発見

とヤ・う点力》らも，ヲド常に有効なものであることを再認識

しているわけであるが，さらに成熟の過程においては2

個人差が著明であること，発育の様相の複雑なことを保

育者に正しく指導することによって，小児の発育のもつ

意義を保育者に理解させることができるようになり 〆保

育者のもつ心配撃や悩みを少しでも軽減させることがで

きると確信している。

さらに，今回は♪発育の現象を計測値そのも のを用い

た観察にかわって，・別の視点から評価を試みるために，

「伸ぴ方の程度」を指標にして観察することにし，それ

按・

には体童増加量を調べることにしたわけであるo

　体重増加量については』古くから種々の成書に記載さ

れており》栄養方法の適不適の判定，疾病異常の発見に

有効に利用されている。 しかし， これら成雷に報告され

ている増加量は・筆者らが今回算出したような個々の乳

幼児をfol10宙・up　lして求められたものは少ないよr．うで

rある5 それ故，われわれの求めた・1日当りの体璽増加量

は，ア個々の小児の乳幼児期の発育の様相を明確に判断し

得るものとして使用に耐えるものであると考えている o

　体重は》』 健康度を表現しているものと して，特に乳幼

児期においては》その計測値のもつ意味は非常に聖大き

く2その増加量は♪ある時点からある時点までの健康状

態を表現しているものといえるのでプその評価を行うこ

とは大いに意義のあることといえるφ

　昭和45奪厚生省値3）を基礎にして算出した月齢別体重
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第4衷　出生季節別体重増加量（9）

容 夏 秋
冬、

平均値 標準偏差 平均位 標準偏差 平均植 標準偏差 平均値 標準偏差

0～1か月 39．6 8．2 39．7 7．9 37．9 9．5 39．3 8．6

1～2 38．3 9．4 38．3 9．2 36．4 8．3 37．8 9．4

2～3 28．2 9．1 29．0 9．7 29．2 7．9 31．1 8．8

3桿4 22．1 7．6 22．3 6．6 22．0 6．3 23．0 7．1

4～5 16．9 6．3 18．0 6．4 17．8 5．3 19．0 6．0

5解6 13．4 5．8 15．3 6．1 15．2 5．0 13．8 5．7

6配7 12．9 5．4 12．4 4．8 11．8 4．9 11．4 6．2

男 7～8
～
9

10．6
．4

4．7

．1

10．6
．2

4．9

5．3

10．1
．4

4，6

4．1　．

9．0

．9

5．1

．0

9～10 8．、9』 3．8 7．3 4．2 8．0 4．0 10．2 4．8

10～11 7．2 4．0 6．0 3．9 7．8 3．9 8．6 4．1

11配12 6．5 3．3 5．3 3．5 8．0 4．1 8．5 4．4

12酎18 5．7 2．7 5．9 2．4 6．5 2．3 6．3 2．6

18～24 6．0 2．4 5．5 2．3 5．0 1．9 6．5 2．4

24配36 5．5 1．9 5．3 1．6 5．1 1．4 5．6 1．7

36押48 5．3 1．3 5．3 1．2 5．4 工．4 5．0 1．0

0～1か月 34．8 7．7 33．5 7．7 33．0 7．4 32．1 7．7

1解2 34．2 7．5 32．9 ・7．6 32．3 8．2 32．3 7．0

2パ3 27．9 8．2 27．3 7．0 27．9 7．8 27．5 6．3

3解4 21．6 7．3 21．5 6．5 22．6 6，9・ 22．8 6．6

4岬5 18．1 6．81 17．2 5．6 18．0 5．8 17．8 5．5

5～6 工5．4 5．5 14．8 5．5 14．9 5，1 14．1 5．3

6～7 13．9 5．9 13．6 5．9 12．4 5．0 10．8 5．1

7卍8 10．5 4．0 10．6 4．6 9．4 4．7 9．8 4．8
女

8～9 10．0 4．3 9．1 4．9 8．0 4．0 10．9 4．6

9～10r 8．4 4．4 8．4 4．6 7．3 4．0 11．8 4．8

10～11 6．3 4．6 6．5 3．9 7．2 3．6 8．0 3．7

11～12 5．8 3．5 6．1 3．8 7．1 3．3 6．7 3．6

12～18 6．0 3．0 6．7 2．2 7．0 2．8 5．1 2．2

18配24 5．9 2．4 5．7 2．9 6．5 2．5 5．9 2．2

24酎36 5．7 2．2 5．7 1．9 5．4 1．9 5．6 2．1

36～48 5．1 1．8 6．2 2．5 4．7 0．9 5．7 2．0

註　　　　　春：男138名・女118名　夏：男173名・女171名　秋：男180名・女175名　冬：男137名。女130名

増加量を・われわれの得たそれと比較すると・生後3か

月間は・厚生省値から求めた体重増加量（以下ン厚生省

値増加量という）が大きく，それ以後の年月齢において

は，われわれの値が大きい。これには，乳幼児期の栄養

法が影響を及ぽしているものの一つとしてあげることが

できるのではないかと考える。すなわち昭和45年厚生省

調査4）による乳児の栄養法の分布はプ母乳栄養児が生後

3か月でわずか31．4％にすぎず，他の乳児は何らかの形

で人工乳が添加されてお蛎それが果して正しい栄養指

鱒のもとに行われているかはシ大いに問題となるところ

であるo現在のような・無秩序に近い状態で行われてい

る入工栄養がン昭和45年厚生省値の基礎となり，さらに

厚生省増加量をもたらしているものと想橡される。それ

に反し・今回われわれが対象とした例は・新生室児入院

中においては，分泌が不十分な場合や母体に何らかの異

常のある場合はンもらい乳や糖液のみを与えるなどして

徹底した母乳栄養を行っており，新生児室退院時には約

91％の母乳確立がなされており，さらに3か月まで完全

に班乳溝与えられたものの割合は，厚生省調査のそれを

上回っている。また，母乳栄養以外のものに対して行わ

れる人工乳の添加も，医師ン助産婦，保健婦ン栄養士の

指導のもとに，諸々の条件を考慮して行われてお膓一
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第5表　出生体重別体重増加量（9）

男 女　　　　’

低出生体重犀 巨　大　箆 低雌糎児． 』、巨、大 ．児

平均値1標準偏差平蒲1標鞭 勒値／騨購平攣標鞭
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

18

24

一　1か月
押　　2

～　3
～　4
パ

5

配　6
～　　7

～　8
～　9
－　10

～　11

～　12
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般にみられるような， 無秩序で無計画な栄養法ではなV・

ことを強調しておきたい。 ぞれ故，われわれの得た体重

増加量と厚生省値増加量との間の差が生じたものと考え

られる。また，離乳開始については，生後4か月の保健

指導部受診時に原則として指導がなされ，離乳の進行に

ついては，毎回の受診時に， 個々の乳児の条件に応じた

指導がなされており，1そのために対象児の乳児期後半の

体重増加量が厚生省値増加量より上回って、いる．ものど考

えられる。これについて蛋馬、．次のようなことがうらづげ

としてあげられる。筆者の1入高野5）がかつて同院禺生

例で同院保健指導部受診例 （一部今回も対象となってV・

る）について，身体発育状況を調べた際，生後4か月ま

では昭和45年厚生省値より小さい値であるが，それ以後

は各計測値はすべて厚生省値よりも大きヤ、侮を示し，、 年

月齢の増加とともに・厚生省値との差が大きくなること

を報告してお切 離乳の良否と家庭の社会経済的条件が

強く関係している結果が，この成績として現われたとい

えるo千葉サ）もこ¢ことを認めており∫同じよ うな成績

を報告してい る6

　栄養法男駐こみた体重増力ロ量Oこほとんど差カミ生じなカ）っ

たのは，人工乳添加が無計画に母の思わくだけから行わ

れたものでないことを示している。また♪母乳栄養も正

しく行われていれば，母乳栄養児が小さいという通説を

否定できることをも示唆している。

　以上のことから，われわれの得た体璽増加量はン栄養

指導を含めた保健指導が，きめ細かに行われているため

ξ拷れを囎し斯してい蘇酵の条件と郷頬
した結果と考え，わ渾国の乳鈎児¢）理想値的な発育を示

しているもの塵みなされるのではなかろうか。

　低出生体璽児で1まパ体重増加量は正常児や巨大児のそ．

1れをしのぐ値が得られたo　 これはCru蛤e7）が報告しで

いるものとほぼ似た成顧であるるCrulseは，S血an－for∋

1d廊es inf葡t・の例で1馬　早産席出生体重児に比レてンi

騨柳寧舛嘩鮭しやづ・慨喋陣は・：
癩生体邸で厭弊正郡嘩れ1も朝脚鋤
iど賓もに近サv｝下喚至弟　C尊is◎の媒繹・問本や8）吟

1畦maU・f・rτd麺頭n軌の例・ 闇らl！の囎1こi愁
れて》・るごどと同様ヤある。一方1巨大児の体垂増加母

嬉全爆卿そ塵叫て弊y’値を≧う・1こ？こと

噸≦つ稿野ら！o）欄べた Laτ9色－fqr’農ates柔4faht璽

1体重の峰過牟月齢ど，ともに，L奪咳e・再orマates顛fant界

塑乳児呼均体韓近づ咋レ痢直靴るど縛囎
、を律こと施も鯵づけφ遡言す繊雌晴嘩
1醜大きく噸小蟹ても瓦鞠犀に特に郷趣蝦
りむその身体発育は凍第に平均年近斧くものであう蔦諺

を，．体重増加量を指標として観察した購にむ二碁把準

できるのである・　　1二一i・ 吋i
　l　Tanner ら匙ユ）22〉は，出生時から思春期を経だ時期に及

ぶ長期間の発育速度を体重，身長を指標としで1年単位

、隊め，さらに，それ継靴して騨値を欲チ暑

睡作製してヤ・る6師ら隅yl湘戦獅蹄題
・を経過を追っで調べている6これらの成紋の乳幼児期の
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部分と，われわれの得た成績は非常によく類似したパタ

ーンを示しているo

　Tannerら11）12）の成績では，velocityを求めた二時点

を独特の算程を用いている。われわれの求めた月齢別体

重増加量においては，先に示した図のような方法によっ

第11集

て単純に該当月齢を求めた。これについてはいろいろと

問題はあろうが，あくまでfoIlow・up　studyであると

いうことを最重点にしてンきれめなく追跡するというこ

とを立前としたための方法であるアことをつけ加えてお

く。

V　結

　出生時から満4歳にいたるまでの月齢別に21日 当り

の体重増加量をン同一施設で出生し同一施設において健

康指導を定期的に受けている乳幼児を対象に算出した。

①1 日当りの体重増加量は・乳児期では肩齢が大きくな

るにつれて減少し，幼児期になるとほぽ一定した値をと

第6表　低出生体露児。巨大児の月齢別体重（9）

低出生体重児 巨　大 児

平均値騨腱平均値騨腱
出生時 2，261 252

3，955
118

1か月一 3，776 360
5，473 』465

2　　～ 5，225 625
6，671 519

3　　卍 5，805 657
7，427 570

4　配 6，505 571
8，134

741

5　　～ 6，915 662
8，626 684

6　　～ 7，313
604

8，981 783

男 7　　伊 7，936
467

9，206 964

8　　～ 8，181 640
9，635 684

9　　～ 8，429 690
9，801 1，116

10　　一 8，683 478 10，035 998

11　　～ 8，826 703
10，（｝41 940

12 　配 8，978 740
10，438 902．

18　　～ 9評910 1，023 11，704 1，025

24　　～ 11，工01 1，347 12，890 1，178

嵐生時 2，230 247
4，024

189

1か月～ 3，809 323
5，262 420

2　　押 4，831 476 62424 540

3　　配 5，573 551
7，097 841

4　　～ 6，014 605
7，567

695

5　　酎 6，578 695
8，217 772

6　　酎 7，038 634
8，676 991

女 7・　　酎 7，486
675

8，839 909

8　一 7，730 791
8，982 1，006

9　　一 7，895 582
9，070 930

10　　～ 8，233 875
9，758 864

11　　～ 8，579 766
9，866 663

12　　～ 8，761 828 9， 933
．750

18　　～ 9，461 1，011 10，838 944

24　飼 10，507 1，190 12，281 工，119

論

るようになる。　　1

②乳児期前半求では男児は女児を上回る値をとるが，そ

オし以後｝ま書ま‘ま同じ｛直をと』るo

③生後4か月に至る間の栄養法別にみた体重増加量は，

生後3－4か月ごろ求では母乳栄養児がやや小さいが，：

有意差はない。

④体重増加量は，夏には小さく1秋から冬にかけて大き

くなる。

⑤低出生体重児の体重増加量は，乳児期前半では，大き

く7女児にその傾向が強いo
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